
 

  

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６月２７日に、「ふくしま『未来の教室』授業充実事業」の第１回地区別研究協議会を御蔵入交流館で

行いました。この事業の一つには、「年２回の地区別研究協議会の開催」があります。昨年度は２回とも

オンラインでの研修会でしたが、今回は初めて参集型で開催し、義務教育課指導主事による「行政説明」

や、域内の実践協力校４校の実践発表を行いました。 

以下の表は、実践協力校４校の昨年度の成果と課題、今年度の取組をまとめたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
南会津教育事務所学校教育課だより 

   南会津夢教育 

 

令和４年８月２６日（金）発行 

実践 

協力校 
ふくしま『未来の教室』授業充実事業 次世代のためのメディアリテラシー育成事業 

荒海小学校 只見中学校 只見小学校 檜枝岐中学校 

R3 

成果 

〇ICT を活用した授業実践の継

続した積み重ね 

〇タブレット端末へのポジティブ

な意識 

〇情報の蓄積を生かした学びの

充実（振り返り、個の考えの共

有等） 

〇「情報活用能力」の向上 

〇日常的なタブレット端末の

活用 

〇実験結果のまとめやレポ

ートの作成時のタブレット

端末の使用 

〇AI ドリルの取組の継続 

〇自己の学力に対応したAI

ドリルの効果的な活用 

 〇一人一台端末を使用し

た遠隔授業の実施 

〇タブレット端末の積極的

な活用 

R3 

課題 

●協働的な学びを充実するため

の ICT活用 

●AI ドリルの持続的・効果的な

活用 

●「荒海小情報活用能力体系

表」の見直しと改善 

●「情報モラル教育」の視点 

●各教科における「資質・能

力」+「情報活用能力」の

育成 

 ●SNS 利用に関連したト

ラブル 

●スマートフォン等の長時 

間の使用 

R4 

取組 

◇ICTを効果的に活用する授業

の構想 

◇考えを広め深める協働的な学

びの充実 

◇国語科「情報」の単元におけ

る重点的学習 

◇AI ドリルを活用した個々の児

童の習熟度に応じた学習 

◇自校の「情報活用能力の体

系表」の見直しと活用 

◇情報モラル教育の実施 

◇ICT 活用への理解を深める

教職員研修の実施 

◇県内の実践協力校が昨

年度作成した ICT活用シ

ートを基にした授業実践 

◇スプレッドシート活用の実

技研修 

◇中村二中との交流 

◇ICT を効果的に活用する

場面の校内授業研究会 

 

◇テーマを決めて２回の授業

研究を実施 

①「正しく、安全に、便利に情

報を活用するために」 

②「自分事として捉えられるよ

うに」 

◇情報モラル講座の実施 

◇教職員間での自主研修会

の実施 

◇インターネット依存度テ

ストの実施 

◇ネット利用診断サービス

の実施 

◇情報モラル教育講演会

の実施 

◇遠隔授業の実施（学期

に１回程度） 

第 １２０ 号 

「ふくしま『未来の教室』授業充実事業」２年目に向けて 

  

ブレット端末の活用～ 

 

◇アンケートの実施（保護

者・児童を対象） 

①情報（メディア）の活用

について→利用時間の

ずれ、土日の使用時間

が長くなる傾向 

②ICT機器の利活用につ

いて→動画サイト、通信

ゲーム、ネットショッピン

グ等、様々な活用 

③トラブルや不安感につ

いて→約束事が守れな

い、長時間の使用、悪

口・仲間外れ等の困り

感 

実践協力校の発表の様子 

熱心に協議をされる先生方 



午後は、昨年度に引き続き、東北学院大学の稲垣忠教授、香里ヌヴェール学院小学校の樋口万太郎教諭

兼研究員に講演（オンライン録画）をいただきました。 

稲垣教授からは、ICT を授業場面だけではなく、持ち帰りも含めた日常使いにしていくことがやはり大

切であること、「日常・学び・授業の DX化」を進めていくことの重要性をお話しいただきました。また、

その中で文科省の「SｔuＤＸＳｔｙle」、仙台市の情報活用能力体系表、他県の取組などを紹介していただ

きました。 

 樋口先生からは「子供が表現したくなる ICT活用について」と題し、講話をいただきました。表現した

くなるためには、教師の発問や単元構成の工夫などの「しかけ」が必要であることを具体例を通してお話

しいただきました。ICT の活用のみでなく、普段の授業づくりでも生かせる視点での講話はたいへん参考

になりました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

最後はグループごとに協議を行い、「どのような場面で ICT を活用できるか」について話し合いまし

た。なお、「未来の教室 南会津」の Classroomにお二人の先生の講演動画と資料をアップしています。

校内研修などでぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁南会津教育事務所 学校教育課 

TEL 0241-62-5255 HP https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70510a/ 

 

樋口先生の授業例 

国語科「もっと知りたい友だちのこと」 

・どのように整理をするのか 

・どのように分析をするのか 

・ジャムボードで集める ・ノートに書く 

・ホワイトボードに書く ・黒板に書く など 

・何で表現するのか 

・どのように表現をするのか 

・どのように発表するのか 

【あ・せ・ひで単元、一単位時間を構成する】 

①あ・せ・ひで情報を集める（あ） 

②集めた情報を整理する（せ） 

③整理した情報を表現する（ひ） 


